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2020年4月22日改訂
資格認定制度設立の背景と目的

• 市民の課題・ニーズ：組織の維持、活動の継続、活動への新規メンバーの
参画、SDGs視点の取り組みへの転換

• 企業の課題・ニーズ：Society 5.0 for SDGs営戦略に沿った製品・サービスの
開発、 SDGsの取り組みを活かした新規顧客や取引先の獲得、SDGsマインドを
持った人材獲得、CSR、CSV(社会貢献活動)の推進

• 行政の課題・ニーズ：「SDGs未来都市」行動計画、「地方創生総合戦略」等
の推進、行政主導から市民主体による持続可能な地域づくりへの転換、施策
効果の客観的評価、PCDAサイクルの確立

• 学生のニーズ：社会人基礎力を磨きたい、希望の職種に就職するための
“アピールポイント”を作りたい 2

• SDGsアクターとは：

• 地域や国際社会の課題・ニーズ解決のために活動している者に与
えられる資格

• SDGsアクター資格認定制度の目的

• これにより、次世代の主体的・持続的に参画・協働する社会を実現
し、SDGsの達成を目指す

目指す社会の全体像

目 標

地域や国際社会の課
題・ニーズ解決のため
に若い世代が主体的・
持続的に参画しやすい

しくみの確立

・・・・・・

次世代がＳＤＧｓ達成に主体的・持続的に参画・協働する社会を実現

行政のニーズ
・「SDGs未来都市」行動計画、「地
方創生総合戦略」等の推進

・行政主導から市民主体による
持続可能な地域づくりへの転換
・施策効果の客観的評価、PCDA
サイクルの確立

市民団体のニーズ
・組織の維持、活動の継続
・活動への新規メンバーの参画
・SDGs視点の取り組みへの転換

達成手段

・SDGsの視点からみた市民
協働指針の作成
・自治体SDGs政策点検

チェックリストによる自治体
の点検・評価
・SDGs市民協働・自治体政

策点検のセミナー、企業セミ
ナーの開催
・マイSDGｓ宣言キャンペー
ンの実践
・SDGs資格認定制度の制定

・協働事業実施ビジネスモ
デルの検討

企業のニーズ
・Society 5.0 for SDGs営戦略に
沿った製品・サービスの開発
・ SDGsの取り組みを活かした新
規顧客や取引先の獲得
・SDGsマインドを持った人材獲得
・CSR、CSV(社会貢献活動)の推進

大学生のニーズ
・社会人基礎力を磨きたい

・希望の職種に就職するための
“アピールポイント”を作りたい
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次世代の参画による地域課題解決に向けての論点
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「行動予備軍」

（刺激を与えれ
ば目覚めるグ
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若い世代が主体と
なったSDGs協働プロ

ジェクトの推進

地域ごとの持続可能
な将来像・目標の設定

（ポストSDGs・
独自SDGs）

SDGs視点を持った市

民協働の基盤・若い
世代のSDGs活動の支
援システムの確立
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※このグループは何もしなく
ても自主的に活動するが、
人数が少なく、これだけでは
持続可能な地域づくりが全
国津々浦々に波及しない



SDGsアクター資格の基本構成
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企画運営段階からの主体的参加
（SDGs協働指針※に準拠した活動の実践）

・市民団体、行政、企業、他校の学生など、異なる
世代・組織との協働活動
・複数課題の同時解決
・諸外国や在留外国人の支援・協働活動

第3グレード

第2グレード

第1グレード

第4グレード

知識と経験の取得
・ SDGsに関する講座・授業の受講
・ SDGsに関する活動の体験

※（社）SDGs市民社会ネットワークを中心に検討

2019年度は第1グレードのみ仮認定する

第1グレードの認定の流れ（大学生）
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学内での
【知識習得】

指定科目の単位取得
2科目以上
（別紙参照）

学内外での
【実践活動】

実践科目の単位取得
または

実践活動への参加
（実働10日以上）

【認定申請書】
の送付

・成績証明書

・活動証明書
（関係者のサイ

ン入り）
・SDGsに関する

自己PR書

審
査
と
認
定

認
定
書
の
受
領

年度末に要件を満たした学生が申請し、複数の大学の教員やＮＧＯ
などからなる審査会で審査され、認定される

2019年度試行実験結果

• 3月7日申請〆切、3月16日審査会を実施。芝浦工業大学（埼玉県）45名、
仁愛大学（福井県）から10名の計55名が合格した。

• 審査会メンバーは7名（大学教員4名、NGOスタッフ3名）

• 発行主体は環境自治体会議環境政策研究所サスティナビリティ人材開
発センター( 次年度からは（社）サスティナビリティ人材開発機構）

• 希望者はホームページで氏名や活動内容・自己PR等を公開予定
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第1グレード合格後の流れ
• 第1グレード合格者には認定書と缶バッジを送る

• 第2グレード以上を目指すには、協働プロジェクトを主体的に実施することが必要。

• そのための支援策として、情報提供やNPO・行政・企業とのマッチングを積極的に
行っていく
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各種活動への参加・交流
協働実施できそうなプロジェクトの探索

SDGsアクター有資格者
マイSDGs宣言キャンペーン参加者

プロジェクトの共同実施

プロジェクト実施報告書の提出

上位グレードへの資格認定


